
指先から穿刺する際は、必ず流水でよく手を洗い、十分に乾燥させてください。

採血用穿刺器具

操作方法

深さ調節をします。 穿刺針を確認窓が白色から黄緑色になるまで
しっかりと押し込みます。

11

深さ調節ダイヤルを回し、設定したい穿刺深
さの目盛（数字）に凸部を合わせ、穿刺の深さ
を調節します。
数字が大きくなるほど、皮膚への穿刺は深く
なります。
初めてご使用の時は、浅刺しの１からお試し
ください。

穿刺針を机の上に置き、本体を上からまっすぐ下ろし
てください（❶）。確認窓が白色から黄緑色になるま
でしっかり押し込んでください（❷）。
本体や穿刺針を乱暴に取り扱わないでください。

穿刺針の保護キャップ部分を軽く持ち、穿刺針挿入部にまっすぐ挿
入し（❶）、保護キャップの先端（平らな面）を、確認窓が白色から黄
緑色になるまでしっかりと押し込みます（❷）。

深さ目盛り
凸部があると
ころの数字に
設定されます。

黄緑色の
保護キャップを
はずします。

33 穿刺します。 穿刺針を廃棄します。44 55
押
す
押
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ボタンを押し、使用
後の穿刺針を廃棄し
ます。
使用後の針は、速や
かに針回収容器等に
入れ、安全に廃棄して
ください。
使用後の穿刺針に
は、保護キャップを
再装着しないでくだ
さい。

アルコール綿等で穿刺部
位を十分に消毒し、乾かし
ます。穿刺針の先端を穿
刺部位にしっかりと押し当
てボタンを押して穿刺しま
す。穿刺後は、確認窓が
黄緑色から白色に変わり
ます。
※必要に応じてばんそうこうな
どで止血します。保護キャップを軽くつまみ、まっすぐ引っ張っ

てはずします。はずした保護キャップは、すぐ
に廃棄してください。

（針の装着には２通りの方法があります。）

❶ ❷

❷❷❶❶
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※針の装着後、確認窓が黄緑色になっていることを必ず確認してください。
白色のままの場合は、再度しっかりと針を押し込んでください。

穿刺の深さ 深さ目盛
浅い 1-2
標準 3-4
深い 5-6

両手で装着する方法

片手で装着する方法

※確認窓※確認窓

※確認窓※確認窓

確認窓の色を確認！確認窓の色を確認！ 重要重要
白色：
針の装着が完了して
いません。

黄緑色：
針の装着が完了して
います。

ソフレットの操作方法を動画でご覧いただけます。
※動画を視聴する際は、音量にご注意ください。
※動画は無料で視聴できますが、ご利用環境により通信料な
どが発生する場合の費用はご利用される方の負担となる
ことをご了承ください。
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ソフレットと穿刺針の各部の名称

穿刺針 専用の穿刺針（ソフレット針）をご使用ください。

ケーシング

凸部

凸部があるところの数字に
設定されます。

針（ケーシング内）

保護キャップ ボディ

白色：
穿刺針の装着・廃棄
ができる状態です。

黄緑色：
ボタンを押すと針が
出る状態です。

操作上の注意点
穿刺針をソフレットに装着する時は保護キャップの側面を持たないでください。
穿刺針が押し込みにくくなります。

保護キャップの側面を持つ
保護キャップの先端を押す

確認窓に黄緑色の表示が出ている
状態で放置しないでください。
誤って針が発射される危険性があ
ります。

確認窓確認窓

穿刺前に誤ってボタンを押した場合

ボタンボタン

穿刺針を装着したまま、ボタンを、
止まるまで引っ張ると、確認窓が
黄緑色になり穿刺できるようにな
ります。ボタンは自動的に元の位
置に戻ります。

本体

深さ目盛

ボタン深さ調節
ダイヤル

穿刺針挿入部
確認窓

（実物大）

（実物大）

●ご使用の前には、医師のご指導を得るとともに、電子添文・取扱説明書をお読みいただき正しくご使用ください。


